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＊西鉄駅舎の位置については、暫定的に配置したものである。国道事業により、駅舎の位置は決定される。



１．策定の背景と目的

朝倉市では、全国の自治体と同様に人口減少、少子高齢化が進展しており、コンパクトプラスネット
ワーク型のまちづくりを進めることとして、令和６年４月に「朝倉市立地適正化計画」を策定した。
その中で、甘木鉄道甘木駅、西鉄甘木駅、新市庁舎建設地等が含まれた中心市街地を「都市機能誘導
区域」に定めている。

甘木鉄道甘木駅と西鉄甘木駅の周辺では、平成２９年度から福岡県により国道３２２号バイパス整備
が進められており、交通混雑や交通事故等の課題解消のみならず、都市機能の強化や駅周辺の土地利
用の促進等が期待される。

また、歴史資料館の南側には、「あさくらを潤いのある「未来」へ、やさしく・つよく・つなぐ交流
拠点」を基本理念として新市庁舎が建設中であり、令和８年１月の開庁が予定されている。

これらの事業を契機に、次世代に向けたまちなかの将来像を検討する市民ワークショップが令和４年
度に２回開催され、延べ１１７人が参加した。

こうした状況を踏まえ、令和５年度から学識経験者、市民、関係機関の職員等により構成された「甘
木駅周辺整備基本構想策定会議」が設置され、甘木駅周辺の将来整備イメージを検討した。本構想は
その成果をとりまとめたものである。

「甘木駅周辺整備基本構想」は、甘木駅周辺における利便性向上や新たな賑わい創出、コンパクトプ
ラスネットワーク型の都市づくり、公民連携のまちづくりに向けて必要な方針等をまとめることを目
的として策定したものである。



２．検討体制

基本構想策定にあたり、「A.甘木駅周辺整備基本構想策定会議」、「B. 基本コンセプト検討部会」、「C.
交通専門部会」を設置した。「B. 基本コンセプト検討部会」および「C. 交通専門部会」での意見交換を踏
まえた原案に対して「A.甘木駅周辺整備基本構想策定会議」で審議を行いながら策定を進めた。

A.甘木駅周辺整備基本構想策定会議

・学識経験者、市民、関係機関によって構成
・基本構想について原案を審議し、基本構想を決定

B. 基本コンセプト検討部会

・一般公募で参加した市民によって構成
・基本構想の原案について意見交換

C. 交通専門部会

・交通事業者、交通管理者等によって構成
・基本構想の原案の交通計画について意見交換

原案の提示 意見

甘木駅周辺整備基本構想策定会議の様子 基本コンセプト検討部会の様子



３．検討スケジュール

基本構想策定にあたっては、まず「B. 基本コンセプト検討部会」「高校生ワークショップ」での意見交換
を踏まえて整備方針や施設配置等に関する原案を策定し、「C. 交通専門部会」における交通関係者との意
見交換を踏まえた修正を行い、それらの検討プロセスにおいて「A.甘木駅周辺整備基本構想策定会議」で都
度審議を重ねながら策定を進めた。
また、本検討プロセスと並行して、令和４、５年度に１回ずつ社会実験「駅前マルシェ」が開催され、さら
に令和６年度には「活用検討部会」を４回開催し、利活用に向けた取り組みも進めている。

A.策定会議

B.コンセプト
検討部会

C.交通専門
部会

利活用に向
けた取組み

令和４年度 令和５年度 令和６年度

①
R5.6.1

②
R5.8.25

③
R5.11.17

④
R6.2.9

⑤
R6.9.27

⑥
R7.1.7

○
R5.2.14

○
R5.3.22

（市民ワークショップ）

①
R5.6.12

②
R5.7.27

③
R5.10.2

④
R6.1.12

○
R5.11.28

○
R6.2.16

（高校生ワークショップ）

①
R6.5.27

②
R6.7.19

（活用検討部会）

①
R6.6.25

②
R6.7.30

③
R6.10.15

④
R6.12.4

○
R5.3.11

（駅前マルシェ）
○

R6.3.23

（駅前マルシェ）

○
R7.3.16（調整中）

（アサカラフェス）

○
R5.10.4

（交通実態調査）

○
R5.9.22

（駅利用者アンケート）

（高校生アンケート）○



４．整備着手の条件

・市財政状況が逼迫する恐れが生じないとの見通しが立つこと

・本整備に係る全ての地元関係者等の協力が確認できること

・国道３２２号整備および西鉄甘木線駅舎移転が実現すること

甘木駅周辺整備を実施するには様々な課題があり、整備内容が決定してもすぐに着手できるものでは
ない。そのため、朝倉市は、整備着手前にそれらの課題を解消することを目的に「整備着手に至るた
めの三条件」を設定した。この基本構想は「整備着手に至るための三条件」を全て満たさなければ事
業着手しないという朝倉市の前提条件に基づき、検討したものである。

＜整備着手に至るための三条件＞



５．整備方針

１．通勤通学等の利便性、駅を起点とした回遊性の向上に向けて、交通結節機能の強化を目指します。
★国道322号からの出入り、バス・タクシーのりば、一般送迎用乗降場等の利便性、安全性を強化します。
★駅周辺での待ち時間の質の向上、駅から目的地までの交通・観光情報案内の充実等を推進します。
★誰もが利用しやすい*ユニバーサルデザインを推進します。

＊ユニバーサルデザイン：年齢や障がいの有無などにかかわらず、多くの人が利用可能であるようにデザインすること

２．朝倉の魅力を実感できる、賑わいと憩いの核となる交流空間の創出を目指します。
★市民や来訪者が日常的に集う、居心地のよい空間を実現します。
★市民や事業者が朝倉の魅力を伝える活動、楽しみを生み出す活動等を行いやすい、活用に配慮した空間
を実現します。

３．市民や来訪者に愛される、朝倉らしいデザイン性の高い空間を目指します。
★２つの駅とそれらに囲われた駅前広場等、駅周辺全体で統一的なデザインを実現します。
★朝倉の風土やスケール感に調和した、市民や来訪者に愛される朝倉らしいデザインを目指します。
★夜間も安心や楽しみが感じられる駅周辺となるよう夜間照明デザインに配慮します。

４．持続的に賑わいを生み出すために民間と行政が連携した運営体制の構築を目指します。
★賑わいと居心地の良さを持続的に生み出すために、行政のみによる管理運営ではなく、市民や事業者と
いった民間の力が活かされる民間と行政が連携した運営体制を構築します。

５．駅を起点とした、歩いて楽しいコンパクトなまちを目指します。
★都）甘木駅前線（駅前通り）、都）庄屋町持丸線（中央通り）等の歩道空間を充実し、歩いて楽しい道
路空間整備を推進し、市街地への誘導を図ります。

「２.検討体制」「３.検討スケジュール」での検討を踏まえた整備方針を以下に示す。



６．整備ゾーニングの検討

「５.整備方針」を踏まえたゾーニング３案（下表）を比較検討し、「西鉄と甘鉄のほぼ中間にバス、タク
シーのりばが配置されるため、どちらの駅からも公共交通の乗継ぎ利便性が良い点」「イベント空間として
活用できる交流空間がまち側に開いているため、まちとの繋がりが良い点」「賑わい施設と交流空間が一体
的に利用可能な配置になっている点」などからC案を基本に施設配置を検討することとした。

＊西鉄駅舎の位置については、暫定的に配置したものである。国道事業により、駅舎の位置は決定される。



７．交通施設の配置方針

令和５年度に実施した交通実態調査（令和５年１０月４日（水）実施）の結果及び「２.検討体制」「３.
検討スケジュール」での検討を踏まえた「交通施設の配置方針」を以下に示す。

（１）バス
• バス乗降場は現状と同様に乗降兼用で１か所配置
• バス待機場所は、現在の利用状況及び事業者ヒアリングを踏まえて3台（最大５台）の待機可能な

スペースを交通島に確保
• 現在のバス待機場で乗降が行われている路線バス以外のスクールバス、観光バスなどの大型バス

の乗降場を１か所確保

（２）タクシー
• 乗車場、降車場各１か所配置
• タクシープールは、現在の利用状況及び事業者ヒアリングを踏まえて4台（最大8台）の待機可能

なスペースを交通島に配置
• 地域の特殊性を踏まえて予約利用者のりばを１か所配置

（３）一般車
• 交通実態調査を踏まえた駅前広場施設算定式による推計結果より、西鉄、甘鉄それぞれの駅舎近

くに２～３台分の乗降スペースを配置
• 別途、バリアフリー化された乗降場を各駅近くに１か所ずつ配置

（４）駐車場・駐輪場
• 駐車場は、交通実態調査結果を踏まえて、既存の西鉄側市営駐車場（収容台数97台）は駅前広場

用地に転用し、既存の甘鉄側市営駐車場（収容台数240台）を鉄道利用者が利用しやすい駐車場
とする。

• 駐輪場は、駅前広場内での歩行者と自転車の錯綜をさけるため、広場の南北に分散して配置する。
収容台数は、交通実態調査結果を踏まえて、北側約160台、南側約80台とする。また、これとは
別に広場利用者のための駐輪ポート40台程度を確保する。



８．施設配置計画

「６.整備ゾーニングの検討」「７．交通施設の配置方針」をベースに「２.検討体制」「３.検討スケジュー
ル」での検討を踏まえて検討した「施設配置計画」を以下に示す。

タクシーのりば

路線バス乗降場

予約タクシーのりば
事前予約して利用するタクシー利用者用ののりば

施設利用者・搬入用駐車場

一般車乗降場
西鉄利用者のマイカー送迎に対応

大型バス乗降場
スクールバス等の大型バス乗降場

一般車乗降場
甘鉄利用者のマイカー送迎に対応バリアフリー乗降場

バリアフリー乗降場

交流空間（約1800㎡）
まちに開かれた交流空間

送迎用待機場（短時間駐車場）
待ち時間が長くなるお迎えの待機や車を
降りて駅までお迎え、お見送りする場合
の短時間駐車用として利用するスペース

パーク＆ライド用駐車場
運転手が鉄道を利用するパーク＆ライ
ド用駐車場として利用するスペース

賑わい施設と一体的な
交流空間

両方の駅から利用しやすい中間位
置に公共交通（バス・タクシー）
をまとめて配置

北側駐輪場
既存の甘鉄側駐輪場利用
者を想定（約160台）

南側駐輪場
既存の西鉄側駐輪場利用
者を想定（約80台）

駐輪場ポート
広場利用者用（約40台）

賑わい施設

待合室・トイレ

＊西鉄駅舎の位置については、暫定的に配置したものである。国道事業により、駅舎の位置は決定される。



９．整備イメージ（交通施設配置・交通動線）

賑わい施設

南側駐輪場
北側駐輪場

まちと駅を結ぶ
歩行者動線

送迎用待機場
お迎えの待機等一般車の短時間用駐車場

パーク＆ライド用駐車場
パーク＆ライドのための駐車場

一般車乗降場
甘鉄利用者のマイカー送迎に対応

一般車乗降場
西鉄利用者のマイカー送迎に対応

路線バス及びタクシー乗降場
西鉄、甘鉄両方から利用しやすい中間位置に公共
交通の乗降場を配置し、駅と乗降場は連続シェル
ターで雨天時に濡れない乗継ぎ動線

タクシーのりば
路線バス乗降場

路線バス・タクシー待機場

大型バス乗降場
スクールバス等の大
型バス乗降場

「８.施設配置計画」をベースに「２.検討体制」「３.検討スケジュール」での検討を踏まえて検討した「整備
イメージ」のうち、特に「交通施設配置・交通動線」に関する項目を以下に示す。

予約タクシーのりば

バリアフリー乗降場

バリアフリー乗降場

＊西鉄駅舎の位置については、暫定的に配置したものである。国道事業により、駅舎の位置は決定される。



９．整備イメージ（まちづくり・利活用）

連絡シェルター
西鉄、甘鉄の両駅を結び、緩やか弧を描くシェルターにより
賑わい施設、乗降場、駐輪場などの各施設をつなぎ、駅前広
場の一体感を演出する

賑わい施設
・西鉄甘木駅に隣接する待合室を兼ねた賑わい交流施設
・賑わい施設と広場との一体利用を想定した大きな庇
・様々な利用形態を想定し、使いやすい平面計画

賑わいの滲みだし

駅の機能や小さな居場所をつなぐおおらかに回遊する広場
・甘鉄甘木駅のほとめく館前や駅西側に人の居場所を作る
・賑わい施設の横や前面には利活用しやすい人の居場所を作る
・シェルター下の回遊動線はまちへのつながりを意識して整備する

駐輪場
駐輪ポート

一般車
送迎用

予約タクシー
のりば

バス
乗降場

駐車場

タクシー
プール

バス
待機

大型バス
乗降場一般車送迎用

乗降場

タクシー
降車場

タクシー
乗車場

賑わい施設
待合室

W.C.＋倉庫

駐輪場
駐輪ポート

甘木駅
（甘木鉄道）

西鉄甘木駅

ほとめく館前
の居場所

甘鉄甘木駅西
の居場所

賑わい施設横
の居場所

利活用しやすい
居場所

「８.施設配置計画」をベースに「２.検討体制」「３.検討スケジュール」での検討を踏まえて検討した「整備
イメージ」のうち、特に「まちづくり・利活用」に関する項目を以下に示す。

＊西鉄駅舎の位置については、暫定的に配置したものである。国道事業により、駅舎の位置は決定される。



１０．整備に向けて

甘木駅周辺整備を起点とした中心市街地エリアの活性化を図るためには、ハード面のみならず、
ソフト面の施策も充実させ、新たな賑わい創出や回遊性の向上に取り組む必要がある。

この基本構想は、これまでの検討過程で出された課題解決に対する意見等を整理し、理想とする
駅周辺整備イメージとしてまとめたものであるが、今後は、朝倉市において福岡県、西日本鉄道
株式会社等の関係機関と協議しながら「整備着手に至るための三条件」の確認を進め、基本構想
の実現性について調査してほしい。

それと同時に、新たな賑わい創出に向けたソフト事業の充実、まちづくり活動の担い手の発掘、
育成等についても引き続き取り組んでもらいたい。
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